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論　文　内　容　要　旨
［目　的］
パーキソソソ病を含めてパーキソソソ症候を示す疾患群では経過中に痴呆を示す例が多く、パーキ
ソソソ病の39．9％に痴呆が合併する。パーキソソソ病に伴う痴呆の原因は、皮質下痴呆、大脳皮質神
経細胞にレビー小体出現を伴う大脳皮質病変、またはアルツハイマー型皮質病変の合併と言われてき
た。一方、皮質下のカテコラミソ神経核およびアセチルコリソ神経核が大脳皮質に大量の神経線経を
投射しており、特にアセチルコリソ核はアルツハイマー病との関係が問題になってきた。また、側座
核が辺縁系と大脳皮質を結び付けており、また中脳辺縁系に属する腹側被蓋野が、前頭葉皮質に多く
の線経を送っている。情動の低下が知的作業の効率を低下させるとすれば辺縁系の障害が痴呆に関与
してくる。また、青姓核および縫線核が大脳皮質へ投射しており、これらの変性も痴呆に関与してい
る可能性がある。本研究では、まずパーキソソソ病を主とするパーキソソソ症候群に出現する痴呆の
責任病巣として、皮質および皮質下、脳幹の諸核のいずれが痴呆に関与するかを剖検症例の検索によ
り、明らかにしようとした。
［方　法］
パーキソソソ病、多系統萎縮症、淡蒼球異質ルイ体変性症、歯状核赤核淡蒼球ルイ体萎縮症および
進行性核上麻痔の剖検症例、および対照群として脳に変性疾患を持たない剖検症例を用いた。ホルマ
リソ固定脳組織より、大脳前頭葉、線条体、中脳、橋を切り出し、パラフイソ包埋ブロックから薄片
切片を作り、へマトキシリソ・エオジソ染色、クリューバー・バレラ染色、ビルショフスキー・平野
染色を行った。光学顕微鏡下で、前頭葉皮質、側座核、マイネルト基底核、腹側被蓋野、黒質緻密部、
脚橋被蓋核分散部、青斑核、橋上中心核を観察し、また神経細胞数を数切片について数え、最大数を
データとした。
［結　果］
パーキソソソ病19例のうち12例は痴呆を示した。その12例中8例で、アルツハイマー型大脳皮質病
変が認められ、2例はピソスワソガー病を合併しており、残り2例は皮質下痴呆であった。パーキソ
ソソ病の非痴呆群では大脳皮質・自質病変は見られなかった。すべてのパーキソソソ病で、大脳皮質
にレビー小体は認められなかった。パーキソソソ病の痴呆群では、非痴呆群に比べ橋上中心核とマイ
ネルト基底核で神経細胞の減少傾向を認めた。大脳皮質・自質に病変の無いパーキソソソ症候群では、
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非痴呆群に比べマイネルト基底核、腹側被蓋野、異質緻密部で神経細胞の減少傾向が見られた。大脳
皮質病変は、パーキソソソ病以外のパーキソソソ症候群23症例では認められなかった。多系統萎縮症
13例中の痴呆群5例では、非痴呆群に比べ腹側被蓋野で神経細胞数が減少していた。進行性核上麻痺
では、青斑核において痴呆群では非痴呆群に比べ神経細胞の減少傾向を認めた。歯状核赤核淡蒼球ル
イ体萎縮症では全例で痴呆が見られ、腹側被蓋野に神経細胞数の減少があった。淡蒼球異質ルイ体変
性症の痴呆群では、非痴呆群に比べ腹側被蓋野、異質緻密部、脚橋被蓋核、青斑核、橋上中心核で神
経細胞の減少傾向が見られた。
［考　察］
われわれのパーキソソソ病症例では効率に痴呆を伴っており、パーキソソソ病には推測されて来た
以上に痴呆が合併し易いと思われる。また、痴呆を示す症例の多くにアルツハイマー型大脳皮質病変
を認めたが、大脳皮質にレビー小体は発見できなかった。また、パーキソソソ病以外の症例では1例
もアルツハイマー型大脳皮質病変が見られなかったことも考慮すると、パーキソソソ病にはアルツハ
イマー型大脳皮質病変が合併し易いと考えられる。しかし、この皮質病変が皮質下の神経核変性によ
る二次変性であることを否定できない。大脳皮質・自質に病変がないパーキソソソ病のうち痴呆群で
は、非痴呆群に比べ腹側被蓋野での神経細胞の減少傾向が認められた。多系統萎縮症の、痴呆群では
旗側被蓋野で神経細胞の減少が認められた。また歯状核赤核淡蒼球ルイ体萎縮症や淡蒼球黒質ルイ体
変性症の痴呆例でも腹側被蓋野の神経細胞減少傾向を認めた。これらと、腹側被蓋野の最大の出力先
は前頭葉皮質と側座核であり、動横付けの中枢であるとの説を考え併せると、大脳皮質・自質病変の
無いパーキソソソ病及びパーキソソソ症候群では、腹側被蓋野の病変が痴呆に関与していると考えら
れる。マイネルト基底核、青斑核と橋上中心核でも、痴呆に関与している可能性があることが示され
た。
［結　論］
以上のように、われわれの研究では、パーキソソソ病の痴呆には、アルツハイマー型大脳皮質病変
の関与が大きく、また皮質下および脳幹の神経核の中では、特に腹側被蓋野での神経細胞の減少が知
的機能の低下に関与することが示された。
学位論文審査の結果の要旨
この研究はパーキソソソ病及びパーキソソソ症候群の際に出現する痴呆の責任病巣を明らかにする
目的で、パーキソソソ病、および多系統萎縮症、進行性核上麻痺、歯状核赤核淡蒼球ルイ体萎縮症お
よび淡蒼球異質変性症などのパーキソソソ症候群の剖検症例脳について組織病理学的および組織計測
学的検討を行ったものである。
得られた結果は次の通りである。
1）パーキソソソ病の19例中12例に痴呆が合併し、パーキソソソ症候群の内、多系統萎縮症では13
例中5例が、進行性核上麻痔では4例中3例が、歯状核赤核淡蒼球ルイ体萎縮症では4例のすべてが、
また淡蒼球異質ルイ体変性症3例中1例が痴呆を合併していた。
2）パーキソソソ病で痴呆を合併した12例中8例はアルツハイマー型大脳皮質病変を示したのに対
し、パーキソソソ症候群23例および対照群19例にはアルツハイマー型大脳皮質病変は全く認められな
かった。
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3）パーキソソソ病19例中2例はピソスワソガー型白質病変を示していた。他の2例は大脳皮質、
白質病変を示さず、これらの症例では、パーキソソソ病で痴呆を伴わなかった症例と比較して、腹側
被蓋野の神経細胞に減少傾向が認められた。また、パーキソソソ病症例では、対照に比べ、腹側被蓋
野の他にマイネルト基底核、異質緻密部にも神経細胞数の有意な減少があった。
4）歯状核赤核淡蒼球ルイ体萎縮症および淡蒼球異質ルイ体変性症でも知的枚能低下を示す例では、
腹側被蓋野の神経細胞の減少傾向が認められた。
以上の結果より、著者は、パーキソソソ病の痴呆にはアルツハイマー型大脳皮質病変の関与が大き
く、また皮質下および脳幹の神経核のうち、特に腹側被蓋野の神経細胞の減少がパーキソソソ病およ
びパーキソソソ症候群における知的楼能の低下に関与すると結論しており、パーキソソソ病およびパー
キソソソ症候群における痴呆の発症に関する重要な情報を与えるものであり、博士（医学）の学位に
値するものと考えられる。
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